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養 護 教 育 （総合問題）

注 意 事 項

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

２．解答は全て別紙解答用紙に記入しなさい。

３．解答用紙は�枚，草稿用紙は�枚です。

４．各解答用紙には，受験番号を記入する欄がそれぞれ�箇所あります。

５．試験終了後，問題冊子及び草稿用紙は持ち帰りなさい。

６．解答にあたって定規，コンパス等を用いてはいけません。

◇Ｍ１１（４６２―１６１）



［問題Ⅰ］がんは日本の死亡原因の第�位であり，学校教育の中にがん教育が導入されつつある。次の文章はWHOが２０２２年

�月に公開したファクトシートであり，子宮頸がん（Cervical cancer）について書かれている。これを読んで，以下の問いに答え

よ。

Cervical cancer（２２February２０２２）
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Worldwide, cervical cancer is the fourth most frequent cancer in women with an estimated ６０４，０００ new cases in ２０２０.

Of the estimated３４２，０００ deaths from cervical cancer in２０２０, about９０％ of these occur in low- and middle-income countries.

Women living with HIV are ６ times more likely to develop cervical cancer compared to women without HIV, and an

estimated５％ of all cervical cancer cases are attributable to HIV. Moreover, in all world regions the contribution of HIV to

cervical cancer falls disproportionately on younger women.

The high mortality rate from cervical cancer globally could be reduced by effective interventions at different stages of

life. A large majority of cervical cancer（more than ９５％）is due to the human papillomavirus（HPV）. HPV is the most

common viral infection of the reproductive tract. Most sexually active women and men will be infected at some point in their

lives, and some may be repeatedly infected. More than９０％ of the infected populations eventually clear the infection.

Cervical cancer is by far the most common HPV-related disease. Nearly all cases of cervical cancer can be attributed to

HPV infection. It takes １５ to ２０ years for cervical cancer to develop in women with normal immune systems. It can take

only５ to１０ years in women with weakened immune systems, such as those with untreated HIV infection.

The Global strategy towards eliminating cervical cancer as a public health problem, adopted by the World Health

Assembly in ２０２０, recommends a comprehensive approach to cervical cancer prevention and control. The recommended

actions include interventions across the life course.

Primary prevention Secondary prevention Tertiary prevention

９-１４years

・HPV vaccination
・Health information and warnings
about tobacco use
・Sex education tailored to age and
culture
・Condom promotion and provision for
those engaged in sexual activity

From３０years of age for women from
the general population and ２５ years
of age for women living with HIV
・Screening with a high-performance
test equivalent or better than HPV
test
・Followed by immediate treatment or
as quickly as possible after an HPV
molecular positive test.

All women as needed
Treatment of invasive cancer at any
age
・Surgery
・Radiotherapy
・Chemotherapy
・Palliative care

（出典） “Cervical cancer”, World Health Organization（WHO）

https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/cervical-cancer

最終確認２０２２年�月１２日

なお，出題の都合上，一部改変した箇所がある。

問 １ で示した部分を要約し，日本語で述べよ。

問 ２ 子宮頸がんの最も大きな原因は何か。本文中の語句を用いて答えよ。

問 ３ 本文中で，一般的な女性で子宮頸がんが発生するまでには何年を要すると書かれているか。日本語で述べよ。

問 ４ 上記の表には子宮頸がん予防としての対策が列挙されている。この中から一次予防としての対策を�つ選び，あなたが養

護教諭としてできる具体的な取り組みについて，３００字以内の日本語で述べよ。その際，対象者（中学�年生など）を明確に

すること。

― １ ― ◇Ｍ１１（４６２―１６２）



［問題Ⅱ］ある化学物質 Xの固体は水に溶かすことで殺菌作用を示し，消毒液として環境消毒に用いたり，プールの水の消毒

に利用したりできる。これをふまえて以下の問いに答えよ。ただし，この作業を行う条件下では Xの溶液，および水の比重は

１．０g/cm３とする。割り切れない場合の答えは，小数点第�位を四捨五入して小数点第�位まで求めよ。

問 １ はじめに高濃度液をつくるため，固体の Xを１５０gを測り，水を少しずつ加えて溶かし，全体を１，０００gに調整した。こ

の高濃度液の質量％濃度を求めよ。なお，計算の経過がわかるように計算式をたてよ。

問 ２ 問�で調整した高濃度液を水で希釈して，０．０３質量％の希釈液を１，０００gつくりたい。このとき必要な水の質量（g）を求

めよ。なお，計算の経過がわかるように計算式をたてよ。

問 ３ 問�の高濃度液２２０gと，別の人がつくった濃度の異なる Xの溶液３３０gを混ぜたところ，１２．０質量％となった。別の

人が作っていた溶液の元の質量％濃度を求めよ。なお，計算の経過がわかるように計算式をたてよ。

問 ４ Xをあらかじめ溶液とした商品 Aと商品 Bがある。商品 Aを２００gと，商品 Bを１２０g混ぜると１０．５質量％となり，商

品 Aを９０gと，商品 Bを１１０g混ぜると９．８質量％となった。商品 A，商品 Bのそれぞれの質量％濃度を求めよ。なお，

計算の経過がわかるように商品 Aの濃度を a，商品 Bの濃度を bとして計算式をたてよ。

問 ５ Xは直射日光により分解され，�日につき９０％減少してしまう。問�の商品 Aおよび商品 Bが直射日光にさらされた

場合，それぞれ何日目に質量％濃度が０．０１％以下にまで低下してしまうか答えよ。

問 ６ 幅１２m，長さ２５mのプールがある。空の状態のプールに，深さ１．３mになるまで水道水を給水した。Xの濃度を

１．０mg/Lとしてこのプールを使用したい場合，最低限必要な固体の Xの質量（g）を求めよ。ただし，水道水にはもともと

Xが０．１mg/Lの濃度で含まれている。また Xはプールに投入すると速やかに溶解し，プール全体に均一な濃度になると仮

定する。Xを投入し溶解したことによるプール全体の水量の変化は無視してよい。なお，計算の経過がわかるように計算式

をたてよ。

問 ７ 問�のように Xの濃度を調整したプールをあるクラスが授業で利用した後に，再び濃度を測定したところ０．６mg/Lと

なっていた。次のクラスが利用する前に１．０mg/Lの濃度に調整したい場合，固体の Xは何 g必要か求めよ。ただし授業

の利用前後でプールの水の量は変わらないものとする。なお，計算の経過がわかるように計算式をたてよ。

― ２ ― ◇Ｍ１１（４６２―１６３）



［問題Ⅲ］この資料は，厚生労働省が発行した手洗いのポスターである。以下の問いに答えよ。

（出典）「新型コロナウイルス感染症の予防」，厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/００００１２１４３１_０００９４.html

最終確認２０２２年�月１２日

なお，出題の都合上，一部改変した箇所がある。

問 １ この資料を参考にして，小学校�年生の手洗い場に掲示するために，手洗いの仕方がわかるポスターを作成し，解答用紙

の枠内に記入せよ。

問 ２ ポスターを作成するうえで工夫した点を具体的に列挙せよ。

― ３ ― ◇Ｍ１１（４６２―１６４）


